
 
 
 
 

 
未来創造会議からの提言を受け、

想案がまとまり、このたび第９回会議

よ「きたかみ未来創造会議（第２幕
 
■第９回「きたかみ未来創造会議」

はじめに、北上市企画部政策企画課長

は市民参画を基本として「未来創造会議

に進められてきたことから、計画案

もに、これから、基本構想の実現を

果指標づくりなど新たな展開に向けた

事務局からは、提言を受けてから

検討する基本計画策定に係る未来創造会議

がありました。 

これからのまちづくり（行政経営

クル（計画→実施→評価→改善による

参画を積極的に取り入れた運営が必要

来創造会議では、市民目線でのよりよい

るための仕組みづくりに向け、市民

果をはかる「ものさし（指標）」や

ていくことが説明されました。 
 
その後、いわてＮＰＯ－ＮＥＴサポートの

より「なぜ、まちづくりの指標が必要

み例を踏まえた情報提供がありました

その中では、市民と行政の共通の

よって、より施策事業の有効性がはかれ

こと、まちづくりの成果においては

る評価が大切であることが話されました
 
後半戦は、班別に分かれて検討を

ざまな市民視点を組み合わせた検討

分野の班を再編成しました。 

グループワークでは、新しい班のスタートということで

紹介と今年度の意気込みの発表、各

を行いました。 

そして、分野選択のドラフト会議

望分野から、重複した場合においては

ドキの分野決定となりました。 
 
次回会議では、基本構想で作成したまちづくりの

により詳しく具体的にし、ありたいまちの

なります。北上市がよりよいまちになるための

なスタートです。これからまた、よろしくお
 
【次回案内】 

●日時：11月９日（月曜日）18
 
●場所：北上市役所５階会議室（
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、市で議論・整理された基本構

回会議が開催されました。いよい

幕）」のスタートです。 

」の概要 

政策企画課長より、今回の計画づくり

未来創造会議」との連携と協力のもと

案作成に係る取組への御礼とと

を目指し、市民と共有できる成

けたあいさつがありました。 

けてから今回までの経過と、これから

未来創造会議の役割について説明

行政経営）においては、ＰＤＣＡサイ

による進捗管理）それぞれに市民

必要であることから、今回の未

でのよりよい公共サービスが提供され

市民と行政が一緒に施策事業の成

や「役割分担」について検討し

サポートの高橋敏彦主席研究員

必要なのか」岩手県での取り組

がありました。 

の「ものさし」をつくることに

はかれ、優先順位がつけられる

においては、そこに住む市民の視点によ

されました。 

を行いました。今回から、さま

検討を行うため、これまでの専門

のスタートということで、自己

各班で検討する「分野」の検討

会議です。各班が選定した第１希

においては抽選となり、ハラハラドキ

したまちづくりの目標を分野別

ありたいまちの姿を明確化する作業と

がよりよいまちになるための計画づくりの新た

よろしくお願いします。 

18：30～ 

（市役所地下１階夜間受付入り口より庁舎におにお入りください） 
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＜今年度の意気込み！！＞ 

○意気込み 

・他人の話をよく聞く。真剣に考える。我を張

らない。 

 

・責任重大な任務となってきたのがひしひしと

伝わっている。最後まで参加して目的を達成で

きたらと思う。 

 

・忙しいなか、なんとかやりとげたいです。 

 

・欠席せず、話し合いや発表をよく見聞きしわ

かるように努めたい。 

 

・今年と言いますが、今年から参加なので、わ

からないことだらけです。初参加につきいたら

ないこともあるかと思いますが、初参加なりの

視点を持ってガンバリマス。 

 

・市は率先して公民館を指定管理者制度を行っ

た。地域のことは地域で、との大きな目標に向

かって、皆で創る北上市の未来に少しでも手助

けできればと思う。 

 

・未来を創造できるような楽しく進行できるよ

うにしたい。出席者が多い班でありたい。 

 

・現在の 10 歳代の市民の評価に耐える総合計

画と指標を創ることが出来れば幸せです。（10

～20 年後の大人）  

基本は「困っている人を出さないこと」の指標

を創りたい。 

 主観指標に大いに興味あり。 

 風邪をひかずに完走できること。 

 

・出来る事を必ずやる。行動と資金を合わせた

取り組み又は別々に出来る事の区別をはっき

りさせる。 

 

・今後、実施される地域での指標作成の参考に

していきたい。若い人に指導をしてもらいたい。 

 

・指標→むずかしいイメージ でも楽しんで考

えていきたい＆休まない！ 

 

○期待すること 

・この会議の中味が会議に終わらないように計

画書には創造会議のメンバーも示されたい。 

・グループ内で意見を言う、聞く、ことができ

れば良いと思う。 

 

・みんなの意見を聴く（聴ける）ことです。 

 

・農商工連携で産業全体の発展を。子育てした

い、障害者も高齢者も住みたいと思われるまち

に。 

 

 

 

＜ふりかえりカードから＞ 

○新しいグループそして新しい分野、ドキドキ

ハラハラ、最後まで参加していきたいと思う。 

 

○久々の会議でした。前回より重く感じられる

今後ですが、楽しく考えられるよう行きます。 

 

○事務局はもっと平易な言葉で説明する工夫が

ほしい。これは特定の一部市民を対象としてい

るのではなく、“ふつうの市民”の話し合いで

あるはずだから。 

 

○公務でどうしても出席できない場合を除き、

できるだけ参加したい。 

 

○グループが最終まで変わらないとのことです。

他グループとの交流も大事と思う。時には 2

つのグループが一緒になって討議する事もあ

っても…。 

 

○10 年後の指標を見るとき、社会情勢等見え

ない部分もあるが、現状を重視してじっくり取

り組む。 

 市長がかわった場合のマニフェストとの関係

はどうなるか。 

 

○面白がって北上方式の指標を創ることができ

れば幸せです。計画が実践される 10～20 年

後の市民である現在 10 代以下の人々の評価

に耐えうるのか、その社会感があるのかと自問

しています。 

 

○情報提供、勉強になりました。また新たなグ

ループになり、出会いもありでワクワクしてい

ます。次回もよろしくお願いします。 
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○今回から参加したので、まだよく見えていな

いのですが、自分なりに消化しながら進めてい

きたいと思います。 

 

○第 2 ステージも休みなしで参加したい。新し

い班でガンバルぞ！！ 

 

○今まで話し合ったことのない分野なので、今

後、皆さんの考えを聞き、地域づくりに生かし

ていきたいと思います。 

 

○人と情報が集まる所には必ず夢と希望と感動

があると信じています。この会議が素敵にきら

めくことを願います！！情熱の感染で一緒に

頑張りましょう。 

 

○初参加でしたので、どういうものかわからず

ドキドキでしたが、今日は分野を決めるだけだ

ったのでほっとした。次回も勉強するつもりで

がんばります。 

 

○可能な限り欠席者のない方策がないものだろ

うか。（特に該当班） 

 

○前回とは違って、第 2 弾は始めからちょっと

ムズかしい。頭がついていけるかどうか今から

心配なところもあるがガンバロウ。 

 

○考える時間が欲しい。事前に課題や資料をい

ただければと思います。 

 

○新米です。従来の会議の内容を理解し、より

よい指標を定めていきたい。 

 

○具体的な指標づくりのために、今年度も休ま

ず参加したいと思います。 

 

○指標づくりは、事務事業の優先順を定める尺

度を求めるものとしては重要であることは理

解できる。しかし、これまでの施策づくりは世

界のセンサスとか地域力などと呼称される指

標をベースとして形づくられてきたので、この

指標をまずセロベースで見直すという大胆な

作業が必要となってくる。加えて、60 人の作

った指標は全市民の合意のものでないところ

が弱点となろう。 

 

○今日も元気でよかった。新しいメンバーも入

ってよかった。また次回も来られるようにがん

ばりましょう。 

 

○総合計画と地域計画の整合性をどう調整する

のか今後の指導を願いたい。 

 

○昨年、皆さんで話し合った内容がここまでま

とめられていて参加された方々は充実感を感

じられたのでは…と思いました。多くの方がこ

れに関わればいいなぁ、関わってほしいと思い

ました。 

 

○今回のグループワークで推進体制に割り当て

られました。JC の協働と通じるものがあるの

で、ぜひ活用したいと思います。 

 

○今回からファシリテーターとして参加するこ

とになりました。皆様の暖かい見守りの中で進

めることができました。ありがとうございます。 

 

○初参加ですが、生活するうえでの問題解決の

糸口を多くの方々で見つけていきたいと思い

ます。 

 

○和やかな空気で、グループワークもスムーズ

に進んだ。今後、具体的で良い議論ができると

よいと思います。 

 

○自分の専門分野ではないが、専門ではない視

点から意見を出していき、それが生きればよい

と思う。 

 

○これからの作業のイメージがはっきりとして

よかった。指標の必要性について理解を深める

ことができてよかった。ex．指標→評価→計

画→予算…。 


